
音
伽
志
の
内
容

西
田
幾
多
郎
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我
や
は
知
識
に
於
て
も
．
意
志
に
於
て
も
、
主
客
合
一
の
境
に
達
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
．
知

識
に
於
て
は
、
主
面
脚
が
客
観
に
從
ひ
、
意
志
に
於
て
は
主
観
が
客
観
を
…
從
へ
る
と
考
へ
て
居
る
。
併

し
我
々
の
主
観
を
以
て
客
親
を
動
か
し
様
は
な
い
。
客
観
的
甥
象
界
は
我
々
に
よ
つ
て
意
識
せ

ら
れ
る
と
否
と
に
感
せ
ず
、
そ
れ
自
身
に
て
全
き
世
界
で
あ
る
。
我
々
は
歎
理
を
鍵
ず
る
こ
と
も

で
き
な
い
、
叉
自
然
界
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
な
い
、
我
々
の
動
か
し
得
る
竜
の
は
、
唯
我
等
が
意
識

の
事
實
あ
る
の
み
で
あ
る
、
否
、
我
々
の
意
識
現
象
と
い
へ
ど
略
、
我
々
の
自
由
に
動
か
し
得
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
サ

で
は
な
い
。
斯
く
考
へ
れ
ば
、
意
志
の
立
場
は
杢
く
失
は
れ
て
し
ま
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
帥
ち
自

由
意
志
は
幻
畳
に
過
ぎ
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
翻
っ
て
考
へ
て
見
れ
ば
．
知
識
謁

象
の
世
界
は
意
識
界
に
依
存
し
、
意
志
は
意
識
現
象
の
根
本
的
形
式
と
湾
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

我
々
は
認
識
封
象
の
燈
界
と
封
訂
し
て
意
志
封
象
の
世
界
を
有
つ
、
前
者
は
却
っ
て
後
者
の
上
に

　
　
　
　
意
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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一
入

立
つ
、
と
考
へ
る
乙
と
が
で
き
る
。
此
の
動
き
意
志
封
象
の
心
界
と
は
如
侮
な
る
内
容
を
有
す
る

も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
純
論
理
的
封
象
と
し
て
或
物
を
他
物
よ
ウ
涯
溺
す
る
揚
合
、
帥
ち
軍
に
論
理
的
に
或
意
味
を
固

定
す
る
揚
合
、
此
の
如
き
製
鋼
の
成
立
す
る
に
は
、
そ
の
根
抵
に
爾
者
の
統
一
者
が
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
傘

搬
。
臼
を
黒
か
．
ら
匿
鋼
す
る
心
其
物
は
白
で
罪
な
け
れ
ば
，
黒
で
も
な
い
。
或
物
を
他
の
物
か
ら

匿
刎
言
る
ぎ
§
o
σ
q
雲
窪
門
鑑
凶
鴬
臼
は
零
物
で
も
な
く
、
他
の
物
で
竜
な
く
、
此
二
者
を
超
越
し
て
．
蒲
竜
之

を
威
勢
せ
し
む
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
膿
。
爾
者
に
脱
し
て
超
越
的
な
る
と
共
に
内
在
的
で
あ

る
。
爾
者
と
阿
一
の
意
馬
に
て
之
を
限
慨
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
矛
盾
に
陥
る
の
で
あ
る
。
統
一
者

＼

其
物
の
立
場
か
ら
考
，
へ
て
見
れ
ば
、
或
物
を
或
物
と
し
て
他
か
ら
湿
零
す
る
と
い
ふ
乏
は
論
理
的

一
般
者
が
己
白
身
を
限
定
す
る
こ
と
と
考
へ
る
乙
と
も
で
き
る
。
此
場
合
、
論
理
的
一
般
者
と
い

ふ
の
は
純
な
る
思
惟
作
絹
其
物
で
あ
る
、
物
の
内
面
助
博
戯
力
の
謂
で
あ
る
。
　
一
般
と
特
殊
と
の

關
係
は
作
用
と
結
果
と
の
關
係
で
あ
る
、
即
ち
有
機
酌
で
な
け
れ
は
な
ら
諏
。
斯
く
我
々
が
純
な

る
思
惟
作
用
と
し
て
革
新
を
限
定
す
る
時
、
即
ち
純
な
る
思
惟
封
象
を
定
め
る
時
、
若
し
此
思
惟
封

象
が
何
等
か
の
所
謂
維
験
内
容
を
有
す
る
な
ら
ば
、
例
へ
ば
、
我
々
が
赤
を
赤
と
し
て
思
惟
す
る
な

ら
ば
、
限
定
す
る
込
の
と
限
定
せ
ら
れ
π
る
竜
の
と
は
分
れ
て
二
と
な
ら
ね
ば
な
ら
綴
、
作
用
と
結
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果
v
形
式
と
内
容
と
は
分
れ
て
二
と
な
ら
叙
ば
な
ら
澱
。
併
し
純
な
る
思
惟
饗
象
に
於
て
は
、
限
定

作
用
其
物
が
限
定
の
内
容
で
あ
る
。
冷
し
て
或
物
を
或
物
と
し
て
他
の
物
か
ら
匠
拝
す
る
と
い

ふ
限
定
作
用
は
、
そ
の
裏
面
に
於
て
他
の
物
を
他
の
物
と
し
て
、
野
物
か
ら
颪
賊
す
る
限
定
、
露
用
を

含
ん
で
居
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
・
即
ち
定
立
の
裏
面
に
は
反
定
立
を
含
ん
で
居
る
、
肯
定
の
裏
面
に

否
定
を
含
ん
で
居
る
。
限
定
作
用
の
内
容
が
箪
に
限
定
其
物
に
過
ぎ
な
い
時
、
定
立
と
反
定
立
、
肯

定
と
否
定
と
は
直
に
交
換
可
能
と
港
へ
ら
れ
る
、
無
論
、
予
定
悸
用
が
直
に
否
定
作
用
で
あ
る
と

い
ム
の
で
は
な
い
、
従
っ
て
或
物
が
直
に
他
物
と
岡
圃
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
、
フ
ィ
駐
7
竜
云

ふ
如
く
l
b
巳
。
客
1
ー
ト
は
ン
襲
ド
よ
う
導
き
家
る
こ
と
は
で
き
繍
、
前
者
は
後
者
と
同
じ
く
根
本
的
で

あ
る
。
唯
、
此
爾
者
は
具
膿
的
愚
惟
作
用
の
雨
面
と
し
て
不
可
分
離
的
で
あ
る
．
論
理
的
一
般
者
の

窯
。
岩
窪
目
。
で
あ
る
。
　
我
々
は
乙
の
具
艦
釣
な
る
論
理
的
一
般
者
の
立
揚
に
撃
て
、
肯
定
と
否
定
と
、

定
立
と
反
定
立
と
を
交
換
可
龍
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
．
併
し
薪
く
肯
定
よ
う
否
定
に
、
否
定
よ
う

肯
定
に
導
爆
と
い
ふ
の
嫉
作
用
其
物
の
内
層
蝕
必
然
で
あ
っ
て
、
他
に
よ
っ
て
然
る
り
で
は
な
い
。

我
々
は
此
等
に
著
て
作
用
と
作
絹
．
と
の
直
接
の
結
合
の
最
初
の
例
を
有
つ
の
で
あ
る
、
所
謂
P
客

養
｝
葎
ご
、
の
統
一
、
即
ち
意
識
現
象
の
形
式
、
意
志
の
形
式
の
最
竜
軍
な
る
形
を
見
る
乙
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
純
論
理
的
叫
般
者
と
い
ふ
の
は
此
の
如
き
作
、
用
の
統
畷
で
あ
る
、
意
識
現
象
と
し
て

　
　
　
　
蹴
献
窓
｝
の
内
一
鰹
M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
丸
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は
こ
れ
を
思
惟
作
用
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
此
血
合
に
於
て
は
．
考
へ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
恐
の

と
は
禾
だ
分
れ
て
居
ら
ぬ
、
作
用
と
封
象
と
未
だ
分
れ
な
い
、
未
だ
磁
心
の
野
立
が
な
い
と
云
っ
て

よ
い
。
併
し
一
π
び
肯
定
と
否
定
と
の
綜
合
に
よ
っ
て
蜜
豆
的
思
惟
の
立
揚
が
構
成
せ
ら
れ
だ

時
、
帥
ち
ぎ
匿
。
。
q
窪
Φ
ω
旨
Φ
象
毒
の
立
揚
が
構
成
せ
ら
れ
た
時
、
我
々
は
此
の
如
き
綜
合
的
立
場
の
封
象

と
し
て
「
『
象
①
図
凶
話
を
有
つ
「
ご
は
位
置
に
よ
っ
て
憂
ぜ
な
い
、
何
庭
に
て
も
「
ご
で
あ
る
、
｛
一
」
は
完
垂
な

る
面
長
的
純
葬
患
惟
の
饗
象
で
あ
る
。
是
に
於
て
、
我
々
は
既
に
主
客
野
立
の
端
緒
を
見
る
ζ
と

が
で
き
る
。
「
ご
は
具
面
的
思
惟
の
饗
象
と
し
て
、
之
を
謡
物
と
し
て
見
よ
う
が
、
之
を
他
の
物
と
し

て
見
よ
う
が
、
此
等
の
見
方
の
墾
更
に
開
係
は
な
い
。
　
此
の
如
き
「
『
に
心
し
て
、
之
を
或
物
と
し
て

見
る
と
か
、
他
の
物
と
し
て
見
る
と
か
衰
ふ
撫
き
純
論
理
的
言
揚
は
主
観
的
作
用
と
な
る
。
此
慮

に
考
へ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
と
の
売
立
が
戎
立
ち
、
は
じ
め
て
客
観
的
存
在
の
範
疇
が
生

ず
る
の
で
あ
る
、
我
々
は
は
じ
め
て
雰
舎
理
的
要
素
に
撞
着
す
る
の
で
あ
る
．
、
虚
し
謡
物
よ
う
他

物
を
反
雀
し
、
他
物
よ
う
或
吻
を
反
省
し
、
具
膿
的
思
惟
翼
廊
「
ご
を
構
戎
す
る
創
造
的
立
国
は
爵
⇔

｝
箏
＆
穿
轟
と
し
て
、
其
中
に
無
限
の
登
展
の
意
味
を
毒
し
て
居
る
。
肯
定
と
否
定
と
の
合
一
即
ち

反
省
す
る
立
揚
と
反
省
さ
れ
る
立
揚
と
の
合
一
は
、
我
々
の
自
畳
の
根
本
義
で
あ
っ
て
、
此
の
如
き

綜
合
的
長
喜
の
炭
立
ば
慮
己
自
身
を
灘
象
と
す
る
、
勲
爵
己
自
身
に
よ
つ
℃
心
象
を
創
造
す
る
無
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限
の
活
動
に
於
て
の
み
可
能
な
る
の
で
あ
る
。
噌
ご
ば
他
よ
り
輿
へ
ら
れ
留
る
謙
虚
の
封
象
で
は

な
い
、
思
惟
自
身
の
創
蓬
で
あ
る
。
思
惟
が
思
惟
を
反
省
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
即
ち
盲
己
が
自
己

を
反
省
す
る
ど
に
ポ
つ
て
、
「
ご
が
創
諭
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
一
度
の
可
能
は
無
限
の
可

能
を
含
ん
で
居
な
け
れ
ば
な
ら
盟
、
然
ら
ぎ
れ
ば
「
ご
ば
死
物
で
あ
る
、
定
立
と
互
定
立
と
の
交
換
合

「
竜
不
可
能
で
あ
る
。
「
『
は
作
用
を
離
れ
π
野
象
で
は
な
い
、
此
、
露
に
数
學
的
知
識
の
先
験
性
の

根
繧
が
あ
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
論
理
的
一
般
法
の
心
墨
の
懸
程
を
論
ず
る
の
は
、
今
余
の
目
的

で
は
な
い
が
、
具
膿
的
進
出
野
葬
』
」
を
創
造
す
る
綜
合
的
立
場
が
學
遠
回
毒
巳
毎
0
9
と
し
て
無
限
に
創

造
的
で
あ
る
か
ら
、
論
理
の
墓
た
る
と
同
時
に
撒
理
の
基
π
る
鼻
↑
撃
8
降
8
箕
が
成
立
す
る
と
思
ぷ
。

』
」
の
無
限
な
る
繰
返
し
か
ら
、
所
謂
外
延
の
考
が
で
き
翻
っ
て
此
等
の
封
象
を
反
省
し
■
統
一
す
る

こ
と
か
ら
所
謂
内
包
の
考
が
で
き
、
反
省
的
方
向
の
無
限
に
可
能
な
る
乙
と
か
ら
O
｝
霧
融
O
h
多
㏄
器
砿

の
考
が
で
き
る
。
　
。
解
熱
と
§
器
と
の
外
延
の
一
々
的
亡
母
の
比
較
か
ら
深
母
象
嚢
夢
密
が
で
き
、
種

々
ぼ
る
統
一
の
方
向
帥
ち
内
包
の
意
義
か
ら
〇
三
浮
§
σ
q
啓
雲
霞
の
考
が
で
き
る
、
即
ち
○
轟
置
巴
鑓
ぴ
ど
が

成
立
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
勘
く
一
方
に
於
て
、
無
限
の
分
割
だ
る
と
共
に
、
一
方
に
於
て
無
限

の
統
一
π
る
論
理
的
一
般
者
の
膚
豊
強
面
魂
は
遽
に
宮
詣
敷
の
考
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
　
我

々
は
既
の
如
き
論
理
的
一
般
．
者
の
麗
麗
的
霜
融
に
顧
て
、
帥
ち
純
粋
思
惟
の
膿
駒
に
於
て
．
早
く
翫

　
　
　
　
齋
働
志
の
函
∵
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
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ニ
ニ

に
一
般
と
特
殊
、
形
式
と
材
料
ど
の
深
き
内
面
的
甲
立
及
び
關
係
を
見
る
の
み
な
ら
ず
、
精
糖
界
と

自
然
界
と
の
野
立
及
び
そ
の
麗
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
患
ふ
。
　
⊆
羨
。
・
き
髪
。
裳
に
於
て
、
そ
の

内
包
的
方
面
が
心
的
と
な
う
、
そ
の
外
延
的
方
面
が
物
的
と
ぼ
る
。
・
前
者
は
作
用
の
性
質
と
な
う
、

後
者
は
そ
の
封
象
と
な
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
，

　
併
し
我
々
の
全
人
格
の
膿
験
は
思
惟
の
膿
験
に
於
て
怪
く
さ
・
れ
な
い
、
す
べ
て
そ
の
具
髄
的
駿

態
に
潤
て
は
、
純
な
る
作
用
で
あ
る
。
我
々
の
入
筆
的
統
一
と
い
ふ
の
は
此
等
の
作
用
の
直
接
な

る
統
一
で
あ
る
。
　
こ
㌧
に
直
接
の
統
一
と
い
ふ
の
は
思
惟
に
よ
ら
ざ
る
統
一
、
思
惟
以
前
の
統
一

と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
、
我
々
に
此
統
一
の
解
明
を
奥
へ
る
竜
の
は
情
意
の
意
識
で
あ
る
、
情
意
の
意

識
が
人
格
的
統
一
の
意
識
内
容
を
與
へ
る
竜
の
で
あ
る
。
思
惟
の
立
国
に
立
っ
て
全
人
格
の
膿

験
内
容
を
統
一
し
π
時
、
邸
ち
思
惟
に
よ
っ
て
経
験
内
容
を
統
一
し
た
時
、
所
謂
経
験
的
事
實
の
世

界
が
で
き
る
。
我
々
の
経
験
界
と
は
思
惟
の
立
揚
か
ら
益
経
験
の
内
容
を
見
か
も
の
で
あ
る
、
思

惟
中
心
の
聯
絡
的
立
場
、
帥
ち
思
惟
と
平
群
と
の
結
合
の
立
揚
の
上
に
現
れ
る
翼
象
界
で
あ
る
。

か
＼
る
立
場
に
曾
て
経
駿
内
容
を
統
一
す
る
形
式
、
帥
ち
思
惟
と
直
畳
と
の
結
締
作
用
の
内
容
は
，

も
は
や
純
な
る
数
の
如
な
竜
の
で
は
な
く
し
て
．
時
聞
、
単
層
、
因
果
の
形
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

力
學
の
勤
象
界
は
此
の
如
き
作
用
の
純
な
る
内
容
を
現
は
す
竜
の
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。



5D3

出
力
と
は
純
菰
る
意
志
が
患
惟
に
よ
っ
て
勢
象
化
せ
ら
μ
た
竜
の
で
あ
る
。
思
惟
中
心
の
綜
合

的
立
揚
に
立
っ
て
発
人
格
酌
経
験
を
統
御
す
る
蒔
、
忽
惟
に
野
立
す
る
他
の
作
用
の
内
容
は
非
合

理
的
な
る
物
力
と
し
て
思
惟
我
、
脚
ち
反
省
我
に
封
蝕
す
る
の
で
あ
る
、
邸
ち
我
々
の
膚
我
に
饗
立

す
る
自
然
界
な
る
も
の
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
の
嚴
密
に
考
へ
れ
ば
、
論
理
数
理
の
如
き
純
理
の

世
界
に
於
て
、
跣
に
含
ま
れ
た
主
客
の
分
立
、
作
用
と
甥
象
と
の
寒
食
は
、
是
に
至
っ
て
明
に
之
を
見

る
乙
と
は
ぞ
き
る
の
で
あ
る
。
愚
息
中
心
の
綜
合
的
立
揚
の
封
象
界
と
し
て
現
れ
來
る
所
謂
経

験
界
に
於
て
我
々
は
明
に
o
Q
麟
げ
ψ
夢
馨
ぎ
憲
欝
に
よ
っ
て
成
る
輿
論
界
と
ト
巨
養
ま
馨
に
よ
っ
て
成
る

精
聯
界
と
の
蜀
立
を
見
る
ξ
が
で
き
る
抽
象
的
一
気
と
具
魚
雷
根
本
と
の
甥
立
を
見
る
≧
と
が

で
き
る
。
我
々
は
思
惟
の
出
鉱
か
ら
赤
の
膿
験
を
蜀
象
化
し
て
、
「
赤
き
も
の
』
国
国
皇
Φ
を
考
へ
る
、
「
赤

き
も
の
」
と
い
へ
ば
、
思
惟
に
回
し
で
は
雰
合
理
的
と
な
る
。
　
赤
の
騰
験
が
青
の
膿
験
に
・
鍵
じ
た
蒔
、

思
惟
の
立
揚
か
ら
赤
い
も
の
が
青
い
物
に
鍵
じ
π
と
考
へ
る
、
如
何
に
し
そ
斯
く
鍵
じ
尤
か
は
思

惟
に
於
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
繊
、
霜
露
作
用
の
内
容
申
に
見
幽
す
こ
と
は
で
き
綴
、
罪
合
理
的

で
あ
る
。
是
る
於
て
、
思
惟
の
立
揚
か
ら
は
、
此
獲
化
の
統
一
者
と
し
て
、
此
等
の
透
化
の
背
後
に
物

論
を
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
併
し
直
接
に
は
赤
の
膿
血
は
患
惟
の
禮
験
と
同
じ
く
純
な
る
作
用

で
あ
る
。
赤
の
膿
血
が
膏
の
心
事
に
憂
じ
泥
と
い
ぶ
の
は
、
純
な
る
作
用
と
作
用
と
の
直
接
結
合

　
　
　
　
慧
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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哲
學
研
舟
　
第
三
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

で
あ
る
、
作
用
か
ら
作
用
へ
の
内
面
的
推
移
で
あ
る
、
其
聞
一
毫
の
疑
議
を
配
る
べ
き
蝕
地
も
な
い
。

意
識
現
象
に
於
て
は
一
つ
の
意
識
は
決
し
て
孤
立
的
の
竜
の
で
は
な
い
、
意
識
は
い
つ
で
も
封
立

の
継
態
に
於
て
現
れ
る
．
察
㎞
旨
Φ
騨
鳥
＄
峯
9
周
ご
監
α
q
h
匙
堂
σ
q
o
湿
で
あ
る
。
赤
か
ら
青
へ
の
推
移
を
意
識
す
る

も
の
は
此
爾
者
の
根
継
に
横
は
る
統
一
の
意
識
で
あ
る
。
呉
膿
蘭
意
識
は
個
々
の
威
畳
の
結
合

で
は
な
く
し
て
、
連
半
尻
で
あ
る
。
此
の
如
き
四
四
的
統
一
が
即
ち
競
畳
作
用
で
あ
る
。
此
顯
よ

り
し
て
我
々
の
意
識
は
一
般
的
な
る
も
の
内
薩
的
分
化
磯
展
と
い
つ
！
し
ょ
い
。
色
の
意
識
は
色

の
概
念
の
分
化
早
撃
で
あ
る
。
　
此
慮
で
は
意
昧
’
即
實
在
で
あ
る
。
　
野
々
が
認
識
封
象
界
の
上
に
、

即
ち
自
然
界
の
上
に
赤
よ
う
青
へ
の
推
移
を
投
射
し
！
、
、
そ
の
背
後
に
一
つ
の
統
一
者
即
ち
物
を

考
へ
る
に
は
、
先
づ
膿
験
に
於
て
思
惟
作
用
と
親
畳
作
用
と
．
の
直
接
の
内
面
的
結
合
が
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
赤
と
青
と
の
経
験
は
性
質
的
に
異
な
る
に
竜
拘
ら
ず
我
々
は
之
を
一
つ
竜
の
の
愛
化

と
し
て
考
へ
る
の
は
、
何
に
よ
る
か
。
色
に
於
て
菱
ず
る
に
も
絢
ら
ず
．
之
を
鴎
物
と
見
る
の
は
、
弛

の
感
官
の
聖
明
に
よ
る
と
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
5
。
例
へ
ば
一
号
の
紙
が
色
に
於
て
痩
じ
π
と

し
て
竜
，
鰯
畳
に
鞭
て
不
墾
と
考
へ
る
乙
と
も
で
き
る
。
更
に
興
業
に
鞭
て
異
な
れ
る
域
畳
の
統

一
は
塞
問
開
聞
孫
に
よ
る
と
考
へ
る
乙
と
も
で
き
る
で
あ
ら
う
。
空
間
的
關
係
と
は
質
に
於
て

異
な
れ
る
種
々
の
膿
鹸
を
思
惟
に
よ
っ
て
統
一
す
る
形
式
で
あ
る
。
併
し
斯
く
室
問
に
よ
っ
て



5e5

種
々
の
経
験
を
統
一
し
て
一
つ
の
物
を
考
へ
る
に
は
、
先
づ
禮
験
に
於
て
此
等
の
綜
合
的
統
一
が

な
け
れ
ば
な
ら
漁
、
即
ち
先
づ
作
用
と
作
用
と
の
直
接
の
内
面
的
結
合
が
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
此

の
如
き
思
惟
五
心
の
内
面
的
統
一
の
世
界
が
巴
（
ε
島
三
口
げ
Φ
σ
q
彦
漆
の
上
に
立
（
ノ
我
々
の
意
識
界
で

あ
る
。
異
質
的
な
る
種
々
の
経
義
の
統
一
の
基
は
我
々
の
意
識
の
直
接
の
面
明
に
あ
る
の
で
あ

る
。
我
々
の
意
識
界
と
は
肖
己
の
封
象
た
る
膚
然
界
に
匂
す
る
思
惟
翻
心
の
風
格
的
作
用
の
反

省
で
あ
る
。
思
惟
に
封
立
す
る
非
合
理
的
膣
験
が
猫
立
の
作
用
と
し
て
己
自
身
を
維
持
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

と
す
る
か
ら
、
或
程
度
ま
で
此
等
の
作
用
の
軸
心
を
許
す
統
一
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
滋
、
帥
ち
所

謂
意
識
現
象
界
な
る
竜
の
が
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
あ
る
。

　
物
の
客
観
的
性
質
は
我
々
の
欲
求
の
夕
露
と
由
る
と
否
と
に
よ
っ
て
崩
す
る
こ
と
は
な
い
、
水

は
渇
者
に
欲
求
さ
れ
る
と
否
と
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
に
増
減
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
水
が
潟

者
の
欲
求
の
甥
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
色
や
晋
に
よ
る
の
で
は
な
い
．
水
が
味
を
有
す
る
に
よ
る
の

で
あ
る
、
而
し
て
味
は
潟
に
よ
っ
て
の
み
與
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
之
と
同
じ
く
色
は
眼
の
欲
求

に
よ
っ
て
、
音
は
葺
の
欲
求
に
よ
つ
て
、
興
へ
ら
れ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
コ
；
エ
ン
の
所

謂
與
へ
ら
れ
π
竜
の
は
求
め
ら
れ
カ
も
の
で
あ
る
。
「
斯
く
云
へ
ば
、
翠
に
主
親
に
よ
っ
て
三
親
が

興
へ
ら
れ
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
ら
澱
が
、
我
々
の
要
求
と
い
ふ
の
は
．
言
ふ
ま
で
竜
な
く
、
實

　
　
　
　
翫
縁
志
の
内
容
　
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
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哲
　
　
職
解
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
一
二
　
山
一
　
八
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
山
ハ

現
さ
る
べ
・
き
竜
の
で
あ
る
、
郎
ち
客
観
化
さ
る
べ
き
竜
の
で
あ
．
る
。
　
二
者
の
欲
求
と
水
の
味
と
は

互
に
濁
立
し
て
意
味
を
成
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
我
々
が
暗
室
に
於
て
不
楡
快
を
威
ず
る
の
は
、

眼
は
見
る
こ
と
を
求
む
る
に
由
る
の
で
あ
る
。
渦
の
欲
求
は
唯
、
水
の
味
に
よ
つ
て
満
だ
さ
れ
る

如
く
、
眼
の
欲
求
は
唯
、
色
や
光
に
よ
っ
て
の
み
浦
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
欲
求
と
欲
求
さ
る
る
物
と

の
間
、
欲
求
と
野
象
の
客
魏
的
性
質
と
の
問
に
は
、
分
つ
べ
か
ら
ざ
る
内
面
的
蘭
係
が
あ
る
の
で
あ

る
。
我
々
の
欲
求
は
實
現
の
野
象
が
與
へ
ら
れ
て
始
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
の

威
畳
の
種
々
な
る
分
化
す
ら
外
界
刺
戟
の
性
質
の
翻
違
に
畿
っ
て
趨
つ
控
，
竜
の
と
考
へ
る
こ
と

が
で
き
る
。
　
生
物
の
本
能
と
い
孟
の
は
此
の
如
き
内
外
の
統
一
作
用
で
あ
る
。
　
斯
く
考
へ
れ
ば
、

前
と
反
甥
に
、
我
々
の
種
々
の
欲
求
は
却
っ
て
客
観
的
性
質
に
よ
つ
て
起
さ
る
る
と
考
へ
る
こ
と

も
で
き
る
。
要
す
る
に
．
7
イ
ヒ
・
グ
が
二
二
器
9
Φ
匿
ぎ
回
乙
¢
曇
｛
色
ご
籠
。
惇
H
島
Φ
ぢ
け
亀
び
籠
＄
峯
畠
学
同
畠
Φ
馨
σ
q
。
σ
Q
窪
．
、

と
云
ふ
如
く
、
一
つ
の
作
用
の
内
面
的
勢
立
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
意
志
行
爲
と
は
我

々
が
絶
甥
我
の
立
揚
に
立
っ
て
此
爾
端
の
統
一
を
馨
る
の
で
あ
る
、
こ
蜘
を
一
つ
の
作
用
が
己
濤

身
を
叢
展
完
成
す
る
と
云
っ
て
竜
よ
い
の
で
あ
る
。
　
或
一
つ
の
欲
望
が
起
つ
た
聴
．
、
我
々
は
軍
に

之
を
内
面
的
と
考
へ
る
の
で
あ
る
が
。
其
中
に
己
に
野
象
へ
の
蘭
係
が
含
・
上
れ
て
居
な
け
れ
ば
な

ち
譲
、
客
㈱
…
的
環
象
が
内
在
的
で
な
け
れ
ば
な
．
ら
糧
、
内
外
統
一
の
純
輝
作
用
の
一
端
と
し
て
成
立



　
す
る
の
で
あ
る
。
意
志
に
於
い
て
我
々
は
旨
己
の
主
観
性
を
減
し
て
客
観
的
た
ら
ん
こ
と
を
求

　
あ
る
の
で
あ
る
、
内
か
ら
外
に
出
ん
こ
と
を
求
あ
る
の
で
あ
る
。
意
志
は
己
自
身
を
減
す
る
之
と

　
．
に
よ
っ
て
、
己
膚
身
を
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
こ
の
客
観
化
的
傾
向
が
十
分
で
な
か
つ
π
な

　
ら
ば
．
意
志
は
麗
・
に
欲
望
の
状
態
に
於
て
止
懐
る
，
郎
ち
箪
に
主
観
的
で
あ
る
。
或
は
逆
に
純
輝
作

　
用
の
不
完
壼
の
状
態
が
主
観
的
と
云
っ
て
竜
よ
い
の
で
あ
る
。
例
へ
．
ば
、
有
理
数
の
膿
系
に
於
て

　
一
よ
り
無
限
に
数
へ
行
く
暗
ご
つ
の
作
用
の
内
容
が
充
實
さ
れ
て
行
く
と
湾
へ
る
こ
と
が
で
き

　
る
で
み
ら
う
。
叉
我
々
が
覗
畳
の
登
達
に
よ
っ
て
、
ヒ
れ
ま
で
識
別
す
る
ζ
と
の
で
き
な
か
っ
た

　
色
や
光
を
見
得
る
様
に
な
つ
π
ど
す
れ
ば
、
覗
畳
作
用
の
・
内
容
が
露
盤
さ
れ
て
行
く
と
考
へ
る
こ

　
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
我
々
は
此
等
の
作
用
を
竜
自
義
の
、
作
用
と
し
て
、
一
種
の
意
志
行
爲
と

　
考
へ
る
乙
と
が
で
き
る
。
（
有
理
歎
の
膿
系
と
い
ふ
一
つ
の
σ
q
δ
選
の
性
質
と
か
、
色
の
一
般
的
性
質

　
と
か
い
ふ
如
き
込
の
が
作
用
の
牲
質
と
な
う
．
を
の
結
果
と
し
て
．
現
れ
る
内
容
島
物
と
な
る
）
。
併

　
し
此
等
の
言
合
に
於
て
作
用
の
登
展
が
一
種
の
意
志
の
實
現
と
見
ら
れ
得
る
と
し
て
竜
、
此
等
の

　
迎
合
の
如
く
一
つ
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
螢
展
と
し
て
、
作
用
と
野
象
と
が
合
一
す
る
時
は
、
之
を
意
志

　
の
馬
丁
と
見
る
こ
と
懲
で
き
れ
ば
、
こ
れ
を
知
識
の
登
展
と
見
る
こ
と
竜
で
き
る
。
知
と
意
と
未

晒
だ
分
離
し
な
い
、
働
く
竜
の
と
働
か
れ
る
も
の
と
一
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
知
と
意
と
の
匠
刎
は
何

　
　
　
　
　
｛
拙
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七



　
　
　
　
　
堂
　
撃
醗
　
箆
　
　
第
三
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

鵬
露
か
ら
起
っ
て
出
來
る
か
。
有
理
歎
の
無
限
に
数
へ
ら
れ
行
く
の
が
一
種
の
意
志
の
議
展
と
見

．
る
ど
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
作
用
は
そ
の
終
極
に
愛
す
る
こ
と
は
で
き
諏
、
何
回
嚢
で

　
も
未
完
で
あ
る
。
室
町
つ
の
作
用
が
完
成
さ
れ
た
蒔
、
或
一
つ
の
要
求
が
描
足
さ
れ
た
時
、
そ
の
作

　
用
が
他
に
よ
っ
て
綜
合
さ
れ
た
時
で
あ
る
、
潟
が
浦
さ
れ
た
細
身
の
作
用
は
浴
滅
す
る
の
で
あ
る
。

　
身
一
つ
の
問
題
が
解
決
せ
ら
れ
π
時
、
又
或
欲
望
が
満
さ
れ
た
時
、
我
々
は
満
足
を
威
ず
る
、
此
の
如

　
き
心
意
的
に
満
足
の
出
合
、
｝
つ
の
作
用
が
具
膿
釣
絵
合
作
用
の
中
に
溶
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
へ

　
Σ
グ
ル
の
語
を
以
て
云
へ
ば
導
霞
Φ
げ
曾
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
物
質
的
見
方
か
ら
云
へ
ば
、
一
つ
の

　
作
用
が
浴
滅
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
精
，
紳
現
象
に
於
て
は
、
超
越
さ
れ
π
る
作
用

　
は
、
超
越
し
詑
作
用
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
藪
學
的
愚
鈍
の
申
に
論
理
的
思
惟
が
含
ま
れ

　
る
の
で
あ
る
）
。
或
桶
の
欲
求
を
満
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
ち
意
志
實
現
に
よ
っ
て
、
我
々
の
人
格
は

　
そ
れ
だ
け
具
禮
的
と
な
る
の
で
あ
る
、
豊
富
と
な
る
の
で
あ
る
。
大
な
る
人
皆
は
シ
ェ
キ
象
ビ
｝
ヤ

　
が
ヨ
煽
動
ら
繭
巳
巴
と
云
は
れ
だ
如
く
、
す
べ
て
の
欲
求
、
す
べ
て
の
入
に
同
情
し
、
す
べ
て
を
膿
験
し

　
・
π
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
毅
。
そ
れ
で
翼
に
欲
求
の
満
足
と
か
意
志
の
愈
愈
と
か
い
ふ
こ
と
は

　
作
用
の
統
一
、
作
用
の
作
用
の
上
に
現
す
る
事
實
で
あ
る
。
　
此
の
如
き
作
用
の
作
用
、
ア
ブ
ソ
オ
ジ

　
の
ア
ブ
リ
オ
ジ
の
上
に
於
・
て
ば
じ
め
て
主
客
の
定
立
が
明
と
な
う
、
知
と
意
と
の
国
別
を
も
見
る
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こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
．
余
は
理
性
と
意
志
と
は
本
質
に
於
て
同
一
の
作
用
で
あ
る
と
思
ふ
、

共
に
作
用
の
統
｝
作
用
で
あ
る
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
も
二
唱
包
。
ω
。
℃
ぼ
Φ
融
ω
蜘
。
。
暮
ω
・
国
圃
ロ
聾
疹
ご
σ
Ω
。
。
α
㌦
．
に
於
て
意

志
は
毎
Φ
m
。
げ
墨
導
Φ
巳
。
器
9
｝
Φ
唇
自
畠
寄
審
瓢
。
弓
菩
砂
。
写
仲
睾
巴
）
馨
蟹
潔
す
臼
○
幽
霧
b
＝
σ
Q
Φ
諺
①
言
冨
欝
島
夢
ω
H
Φ
ぼ
o
d
魯
冨
じ

隆
冨
擁
憩
巴
房
戸
を
含
む
と
云
っ
て
居
る
。
意
志
す
る
と
い
ふ
乙
と
と
認
識
す
る
と
い
ム
こ
と
と
の

問
に
は
離
す
べ
か
ら
ぎ
る
仕
送
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
我
々
は
意
志
に
於
て
は
軍
に
、
或
事
を
欲

望
す
る
の
で
は
な
い
、
目
的
の
實
現
を
欲
す
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
決
意
の
本
質
で
あ
る
。
目
的

が
客
観
的
に
實
現
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
乙
と
は
、
目
的
が
客
掘
的
封
象
界
に
於
て
承
認
せ
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
此
面
に
脚
継
的
意
志
と
主
槻
的
欲
求
叉
は
軍
な
る
衝
動
と
の
直
刎
が
あ
る
。
衝
動

的
生
活
に
於
て
は
輩
に
主
簑
亀
威
情
を
満
足
せ
し
む
る
迄
で
あ
る
。
そ
の
蒲
足
が
他
の
力
に
よ

る
竜
差
支
な
い
、
要
す
る
に
無
意
識
に
起
る
帥
ち
自
然
か
ら
旭
る
要
求
的
歴
迫
を
虫
．
る
乙
と
が
で

き
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
　
此
の
如
き
衝
動
的
生
活
は
翼
の
膚
我
か
ら
見
れ
ば
、
肖
然
現
象
〆
と
異
な

る
こ
と
は
な
い
。
我
々
の
意
志
の
目
的
と
い
ふ
の
は
、
之
に
反
し
理
性
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
疫
竜

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
、
理
性
我
の
欲
求
で
な
け
れ
で
な
ら
澱
、
理
性
に
触
っ
て
承
認
さ
れ
る
と

い
ぷ
芝
は
、
作
用
の
作
用
だ
る
皇
臣
作
用
に
よ
っ
て
認
め
ら
る
る
と
い
ふ
ど
で
あ
る
。
鐵
然
の
欲

求
は
是
に
於
て
超
肖
然
的
意
義
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
浦
足
は
軍
な
る
圭
麗
質
威
傍
の
満
足
、

　
　
　
　
意
志
の
内
容
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
．
二
九
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三
〇

邸
ち
自
、
然
的
要
求
の
衝
迫
の
除
去
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
認
識
封
象
界
に
於
け

る
或
事
實
の
實
現
に
よ
っ
て
得
ら
る
る
の
で
あ
る
。
　
理
性
を
轟
4
3
す
る
も
の
は
禽
然
的
欲
求
を
麹

へ
る
ζ
と
に
よ
つ
て
、
却
っ
て
満
足
を
得
る
の
で
あ
る
。
意
志
に
於
て
篠
輩
に
主
観
的
要
求
の
備

足
を
求
む
る
如
く
患
は
れ
て
竜
、
深
く
之
を
考
へ
れ
ば
、
客
概
界
に
於
け
る
漁
己
の
實
現
を
求
め
る

の
で
あ
る
。
此
時
麹
己
が
既
に
客
槻
化
さ
駅
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
如
何
に
肖
然
の
衝
動
に

從
ふ
揚
合
に
於
て
も
、
廃
滅
理
性
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
満
足
を
求
む
る
も
の
は
肖
我
で
あ

っ
て
衝
動
で
は
な
い
。
　
良
我
は
・
§
己
を
客
観
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
世
界
を
梼
戒
し
、
膚

己
の
構
成
し
尤
る
封
象
界
の
關
係
に
よ
っ
て
縫
己
を
癌
足
す
る
の
で
あ
る
。
知
識
の
封
象
π
る

継
母
界
と
意
志
の
翼
壁
界
煙
る
自
我
、
或
は
意
志
行
爲
と
の
舗
係
は
．
恰
も
味
膚
艦
と
昧
畳
作
用
と

の
翻
孫
、
色
良
謄
と
親
畳
作
用
と
の
藤
岡
の
如
き
竜
の
で
あ
る
。
色
の
無
限
な
る
連
績
が
視
畳
作

用
で
あ
る
、
甦
に
云
へ
ば
無
限
の
蓮
績
π
る
親
畳
作
用
の
或
限
定
が
．
色
膚
膿
で
あ
ウ
、
そ
れ
が
デ
デ

キ
ン
ト
の
切
断
の
如
く
杢
作
用
の
一
撃
と
し
て
見
ら
れ
る
暁
、
色
の
重
畳
と
な
，
る
。
感
畳
は
蓮
績

の
切
断
と
し
て
年
中
に
登
膿
と
の
閥
係
を
含
ん
で
居
る
、
覗
畳
の
要
求
を
含
む
で
居
る
。
無
限
な

る
作
用
の
統
一
作
用
儲
る
理
性
の
立
揚
に
立
つ
時
、
此
の
如
く
統
一
作
用
の
無
限
な
る
蓮
績
の
一

限
定
と
し
て
、
一
つ
の
認
識
景
象
の
世
界
が
で
き
る
。
此
の
如
き
無
限
の
連
績
其
物
が
意
志
で
あ
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つ
、
て
、
そ
の
一
限
定
が
思
惟
で
あ
る
、
知
識
は
意
志
の
一
出
定
作
用
で
あ
る
。
意
志
作
用
言
騰
の
立

揚
か
ら
云
へ
ば
、
我
々
の
認
識
封
象
界
は
味
唐
膿
と
か
色
自
膿
と
か
い
ふ
如
き
竜
の
に
當
ウ
、
こ
の

世
界
が
血
膿
凝
血
謄
即
ち
他
と
無
限
な
る
廊
廟
に
於
て
置
か
れ
π
時
、
恰
も
味
が
潟
の
封
象
と
な

ウ
色
が
親
畳
の
封
象
と
な
る
如
く
、
行
爲
の
封
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
霊
活
謂
客
観
界
は
却
っ

て
言
言
的
と
な
う
、
現
實
の
世
界
は
無
限
に
可
能
な
る
世
界
の
一
と
し
て
、
箪
に
欲
求
せ
ち
れ
力
世

界
、
意
志
汗
血
の
・
過
程
と
な
る
。
自
我
と
は
一
つ
の
世
界
と
他
の
無
限
な
る
澄
界
と
の
開
設
、
即
ち

具
艦
的
溢
出
と
の
關
係
を
示
す
竜
の
で
あ
る
。
昧
が
垂
膿
と
の
關
係
を
内
在
的
に
含
む
こ
と
に

よ
つ
ず
し
渇
の
欲
求
と
な
る
と
一
般
で
あ
る
。
我
々
の
自
我
と
い
ふ
の
は
斯
く
の
如
く
認
識
甥
象

の
世
界
と
世
界
と
の
蓮
鎖
で
あ
っ
て
、
自
我
の
實
現
と
い
ふ
の
は
、
此
の
如
き
掛
象
界
の
推
移
に
於

て
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
．
意
志
は
行
爲
自
身
に
於
て
浦
足
す
る
．
而
し
て
行
爲
と
は
認
識
勤
象

界
の
純
輝
な
る
推
移
で
あ
る
。
此
慮
に
自
我
の
目
誌
で
あ
ウ
、
肖
我
の
満
足
が
あ
る
。
若
し
自
我

が
認
識
謝
象
界
．
其
物
を
翼
的
と
し
之
に
固
定
し
π
場
会
に
は
、
意
志
は
意
志
の
本
質
を
失
ひ
膚
然

の
束
縛
す
る
所
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
・
以
上
蓮
べ
た
所
に
よ
っ
て
．
余
は
意
志
の
哲
學
納
本
質
を
蜀
に
し
得
る
と
忽
ふ
。
我
々
の
直
接

経
験
罪
質
点
在
は
作
用
と
修
史
と
の
無
限
な
る
結
合
で
あ
る
。
既
の
如
き
作
用
と
作
用
と
の
直

　
　
　
　
二
四
山
芯
の
内
鰹
肋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
】
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接
の
結
合
が
帥
ち
意
志
で
あ
る
。
作
用
と
作
用
と
の
膚
か
ら
な
る
結
合
が
意
志
で
あ
る
。
純
紳

思
惟
の
膿
験
に
於
て
、
論
理
よ
6
数
理
に
至
る
際
に
覧
て
も
、
早
事
に
云
へ
ば
既
に
意
志
の
面
影
が

あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
　
唯
、
作
用
と
作
用
と
の
統
一
π
る
人
格
的
統
一
に
於
て
、
明
に
主
客
物
我
相

欝
し
、
自
然
と
精
聯
、
物
力
と
意
志
と
相
封
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
此
統
一
作
用
の
一
限
定
が
認

識
作
用
で
あ
う
、
そ
の
鋤
象
界
が
物
の
世
界
で
あ
る
。
併
し
此
限
定
作
用
は
意
志
の
輔
切
断
で
あ

っ
て
、
数
學
者
の
切
断
の
如
く
全
膿
と
の
蘭
係
に
於
て
立
つ
、
即
ち
其
中
に
登
膿
と
の
關
係
を
内
在

的
に
含
ん
で
居
る
。
此
故
に
物
の
裏
面
に
は
嵐
我
を
含
む
、
物
と
我
と
は
相
遷
幸
で
あ
る
、
餐
入
の

世
界
は
各
人
の
寅
我
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。
自
我
と
は
一
つ
の
世
界
と
無
限
な
る
他
の

世
界
と
の
結
合
鮎
で
あ
る
。
自
我
は
い
つ
で
も
超
自
然
的
で
あ
る
、
翻
然
の
法
則
に
よ
っ
て
除
う

切
る
こ
と
め
で
き
な
い
剰
餓
で
あ
る
。
是
に
於
て
物
我
相
々
立
し
．
物
の
背
後
に
不
可
知
葡
な
る

物
力
が
澹
へ
ら
れ
、
我
の
背
後
に
主
麹
的
欲
求
が
考
へ
ら
れ
る
。
唯
、
統
一
作
用
が
自
己
の
杢
騰
の

立
場
に
立
つ
時
、
帥
ち
意
志
の
立
揚
に
立
つ
時
、
内
外
を
質
し
て
一
つ
の
行
爲
と
な
る
。
自
然
界
は

意
志
實
現
の
手
段
と
な
う
、
自
然
法
は
カ
ン
ト
の
所
謂
群
舞
ω
と
な
る
。
故
に
意
志
は
い
っ
て
竜
超

自
然
的
で
あ
る
、
倫
理
的
白
由
で
あ
る
。
心
理
覇
者
の
厨
謂
意
志
は
封
象
界
に
射
影
せ
ら
れ
力
意

志
で
あ
る
、
物
力
の
解
離
な
る
結
合
に
遇
ぎ
な
い
。
意
志
は
倫
理
的
難
題
の
意
志
と
し
て
．
は
じ
め



そ
れ
自
身
の
意
味
内
容
を
、
有
す
る
の
で
あ
る
。

二
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意
志
の
本
質
が
以
上
述
べ
た
如
き
も
の
と
し
て
、
意
志
の
封
象
界
及
び
そ
の
内
容
は
如
何
な
る

竜
の
で
あ
る
か
。
ブ
レ
ン
タ
「
ノ
の
云
ふ
如
く
精
瀞
現
象
の
物
禮
現
象
と
異
な
る
所
は
封
象
の

内
在
性
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
意
志
の
本
質
を
明
に
す
る
は
意
志
の
内
在
的
封
象
を
明
に
せ
ね

ば
な
ら
漁
。
實
験
究
理
學
者
は
精
紳
現
象
に
於
て
は
要
素
の
綜
合
に
よ
っ
て
新
な
6
意
味
内
容

を
生
ず
る
と
云
び
な
が
ら
、
唯
之
を
そ
の
要
素
に
分
ち
、
そ
の
結
合
を
説
明
す
る
だ
け
に
て
満
足
し

て
居
る
様
に
見
之
る
、
軍
に
七
難
現
象
の
因
果
的
生
起
を
読
明
し
て
そ
の
本
質
を
説
明
し
得
π
と

信
じ
て
居
る
。
　
自
然
現
象
に
於
て
は
、
種
々
な
る
性
質
は
實
在
の
黒
黒
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
の
實

在
性
を
有
だ
諏
か
ら
、
此
等
の
現
象
を
時
間
室
問
的
に
分
析
し
、
そ
の
因
果
的
翌
翌
を
明
に
す
れ
ば

早
る
の
で
あ
る
が
、
精
紳
現
象
に
減
て
は
、
そ
の
内
面
的
急
増
そ
の
内
面
的
筆
意
を
明
に
ぜ
ね
ば
な

ら
澱
。
帥
ち
下
か
ら
親
明
す
る
の
み
な
ら
ず
、
上
か
．
ら
も
論
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
、
室
問
的

表
象
は
光
畳
や
眼
の
羅
動
威
畳
等
の
結
合
し
五
竜
の
で
あ
る
か
、
此
等
の
暗
黒
其
物
の
申
に
含
ま

れ
て
居
な
い
空
問
的
秩
序
嵐
二
巳
§
δ
〇
三
ロ
喜
α
q
を
含
ん
で
居
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
ヴ
ン
ト
竜
唱
塁
？

　
　
　
　
意
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
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三
圏

ビ
博
。
。
魯
Φ
（
ざ
ぴ
惹
①
の
性
質
は
そ
の
要
素
の
性
質
を
以
て
遜
す
こ
と
は
で
き
澱
と
云
っ
て
居
る
。
塞

問
的
表
象
は
實
に
此
の
如
き
塞
問
性
の
實
在
化
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
墜

聞
性
と
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
る
か
。
所
謂
経
験
論
者
は
事
竜
な
げ
に
二
二
性
な
ど
い
ふ
如
き

と
は
非
点
在
的
で
あ
っ
て
、
軍
に
一
般
概
念
に
過
ぎ
糠
と
云
ふ
で
も
あ
ら
う
。
併
σ
）
我
々
の
精
紳

現
象
に
於
て
は
、
置
畳
的
要
素
の
外
面
的
結
合
を
以
て
説
肥
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
薪
な
る
脛
験

が
之
に
よ
っ
て
創
造
さ
る
る
と
考
△
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
輩
な
る
一
般
概
念
で
は
な
く
し
て
、
物
力

が
實
在
的
と
考
へ
ら
れ
る
以
上
の
意
昧
に
於
て
、
實
在
的
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
精
紳
現

象
に
於
て
は
、
物
膿
現
象
と
異
な
参
意
昧
が
直
に
實
在
的
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
之
に
よ
る
の
で
あ

る
。
余
は
此
の
如
く
、
精
憩
現
象
に
於
て
曹
即
ち
直
接
纒
験
に
於
て
新
な
る
二
二
、
新
な
る
實
在
を
創

造
す
る
竜
の
が
、
認
識
論
者
の
所
謂
経
験
の
ア
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
と
思
ふ
。
認
識
の
ア
プ
リ
オ
リ

と
は
、
我
々
の
経
駒
を
内
か
ら
創
造
す
る
内
面
的
力
で
あ
る
。
溌
何
學
と
い
ふ
先
験
的
學
問
の
基

礎
と
な
る
純
粋
室
問
は
、
心
理
學
に
於
て
塞
問
的
表
象
と
名
づ
け
ら
る
る
漸
な
る
二
番
露
。
・
島
。
O
①
享

嵐
Φ
を
構
成
す
る
携
成
作
用
で
あ
る
と
思
ム
。
無
論
、
此
の
如
き
言
に
は
種
々
の
反
野
も
起
る
で
あ

ら
う
。
主
観
的
な
る
心
理
的
室
問
や
愚
問
と
高
誼
的
な
る
物
理
的
二
間
や
時
間
と
発
く
違
ふ
と

い
ふ
の
が
、
普
通
の
考
へ
方
で
は
あ
る
が
、
客
観
的
世
間
と
い
ふ
の
も
、
要
す
る
に
所
謂
主
観
的
空
間



を
概
念
的
に
綜
合
統
■
一
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
そ
め
測
定
の
二
面
と
な
る
も
の
は
何
慮
ま
で

　
竜
主
概
的
著
聞
で
あ
る
、
塞
問
的
表
象
の
質
的
相
違
で
あ
る
。
心
理
的
個
人
の
意
識
勤
象
と
し
て

　
主
槻
的
塞
間
が
あ
う
、
超
個
人
的
意
識
下
象
と
し
て
客
観
的
塞
問
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
業
者
の
糧

　
祇
に
は
同
一
の
携
成
作
用
帥
ち
老
心
塞
間
が
あ
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
構
成
作
用
の
純
な
る

　
内
容
が
幾
飼
畜
で
あ
っ
て
．
経
験
的
空
間
は
そ
の
持
殊
な
る
形
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
我

　
々
の
精
聯
作
用
と
い
ふ
の
は
、
カ
ン
ト
の
所
謂
ア
ブ
ジ
オ
ソ
を
離
れ
て
理
解
す
る
之
と
は
で
き
な

　
い
、
便
値
の
講
成
を
離
れ
て
落
丁
現
象
は
存
在
し
得
な
い
。
意
識
現
象
は
唯
目
的
に
向
っ
て
進
む

　
竜
の
と
し
て
、
員
的
が
内
在
的
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
精
紳
現
象
は
勤
象
的

　
關
係
に
よ
っ
て
匠
洌
せ
ら
る
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
之
に
よ
る
の
で
あ
る
。
．
空
問
的
表
象
の
目

　
的
は
塞
問
の
知
畳
で
あ
る
、
塞
間
の
規
範
に
從
っ
て
塞
聞
を
混
成
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
此
鮎

　
に
於
て
は
思
惟
が
論
理
の
規
範
に
從
ふ
と
同
一
で
あ
る
。

　
　
ヴ
ン
ト
に
從
へ
ば
．
意
志
と
は
情
緒
の
、
そ
の
絡
に
於
て
突
然
表
象
及
び
蕪
雑
の
内
容
を
憂
じ
て

　
絡
結
す
る
如
き
竜
の
謂
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
併
し
此
の
如
き
見
方
は
精
紳
現
象
を
外
か
ら
屍

　
π
の
で
あ
っ
て
、
之
を
内
か
ら
見
て
直
に
そ
の
本
質
を
明
に
し
た
竜
の
で
は
な
い
。
ヴ
ン
ト
は
之

猫
を
内
省
的
事
實
に
本
つ
く
と
考
へ
る
か
新
知
ら
綴
が
、
我
々
の
経
験
は
い
つ
れ
菟
直
接
で
あ
う
、
内

　
　
　
　
　
意
憲
の
内
｛
谷
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
翫
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哲
學
魏
究
　
第
三
＋
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

省
的
で
あ
る
、
否
内
外
の
三
二
は
な
い
、
内
外
の
琶
刎
は
そ
の
見
方
か
ら
畏
み
の
で
あ
る
。
右
の
如
、

き
見
方
は
氏
の
所
謂
乙
a
暮
ω
夢
昌
ぴ
Φ
σ
Q
』
融
に
よ
る
自
然
現
象
の
見
方
と
何
等
異
な
る
所
は
な
い
。
精

紳
現
象
を
全
膣
か
ら
切
離
し
て
軍
に
甥
象
化
し
物
膿
化
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
若
し
氏
自
身
の
，

云
ふ
如
く
、
野
瀬
現
象
の
物
毎
現
象
と
異
る
所
以
は
と
（
議
論
葬
8
げ
Φ
σ
q
鷲
義
の
統
一
の
上
に
立
つ
に
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
面
的
統
哺
の
意
昧
を
明
に
せ
ね
ば
な
ら
緯
、
帥
ち
氏
の
所
謂
綜
合
的
統

一
の
意
味
内
容
を
明
に
せ
ね
ば
な
ら
濃
。
湛
然
現
象
に
於
て
は
か
隔
る
説
明
は
附
属
的
で
あ
る

か
竜
知
ら
漁
が
、
精
憩
現
象
の
本
質
は
唯
之
に
よ
っ
て
明
に
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
二
に
塞
間
，

的
表
象
の
創
造
的
綜
合
と
し
て
、
室
聞
の
ア
プ
リ
オ
リ
師
ち
先
駿
的
空
間
と
い
ふ
も
の
を
考
へ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱

如
く
、
意
志
現
象
に
於
て
此
の
如
き
先
験
的
基
礎
を
求
む
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
言
ム
ま
で
竜
な
く
…
遭

徳
的
自
由
と
い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
先
験
的
塞
聞
に
よ
つ
て
、
一
方
に
於
て
客
観
的
塞

間
が
成
立
す
る
と
共
に
之
に
署
し
て
一
方
に
於
て
主
観
的
空
問
表
象
が
成
立
す
る
如
く
、
先
験
的

至
難
に
よ
っ
て
、
一
方
に
於
て
意
志
の
封
象
界
が
成
立
す
る
と
典
に
一
方
に
於
て
心
理
亡
者
の
所

謂
意
志
の
現
象
が
成
立
す
る
の
ぞ
あ
る
。
意
志
と
情
緒
と
の
内
面
的
相
違
は
此
に
あ
る
の
で
あ

る
。
す
べ
て
精
紳
現
象
と
い
ふ
の
は
臣
重
奏
ま
欝
。
・
9
σ
Q
二
篭
の
上
に
立
つ
作
用
の
結
合
で
あ
っ
て
、
情

意
と
は
此
の
如
き
作
用
統
一
の
擬
態
、
即
ち
ア
プ
リ
オ
リ
の
ア
プ
ジ
オ
フ
の
内
容
を
表
す
竜
の
で
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は
あ
る
が
、
意
志
と
威
惰
と
の
異
な
る
所
は
、
先
立
的
潮
面
の
上
に
立
つ
と
否
と
に
あ
る
の
で
あ
る
、
、

先
験
的
自
由
と
い
ふ
乙
と
は
相
面
的
主
典
が
馬
桶
的
客
観
を
動
か
す
と
の
意
味
で
は
な
い
、
同
◎
ご

零
訂
。
貯
岡
§
審
ヨ
埠
亀
ぴ
解
δ
p
H
畠
Φ
ぼ
竃
ぎ
ピ
掃
訟
屠
龍
華
h
g
o
暮
O
Q
轟
。
ギ
の
惹
味
に
嘗
て
の
自
由
で
あ
る
。

欝
て
論
じ
π
如
く
、
威
情
を
ア
プ
ジ
オ
リ
の
統
一
の
内
容
と
す
れ
ば
、
意
志
は
か
＼
る
結
合
の
極
限

で
あ
る
（
藝
丈
咋
年
九
月
號
）
。
此
の
如
き
磁
心
の
極
限
の
立
揚
の
上
に
．
即
ち
意
志
の
立
揚
の
上
に
．

厩
謂
経
験
界
が
現
す
る
の
で
あ
る
。
所
謂
客
槻
的
實
在
界
と
は
意
志
作
用
の
内
容
に
過
ぎ
な
い
。

我
々
の
意
志
の
現
象
は
普
逓
に
考
へ
ら
れ
る
如
く
内
よ
う
生
起
す
る
の
で
は
な
い
、
内
外
の
統
一

織
よ
謡
言
超
す
る
の
で
あ
る
。
目
的
の
實
現
可
能
の
意
識
が
意
志
の
生
起
で
あ
る
、
所
謂
認
識
封

象
界
を
主
観
の
申
に
含
み
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
意
味
は
最

初
よ
蚕
道
徳
的
で
あ
る
、
膚
我
と
鉛
毒
と
の
關
係
問
題
で
あ
る
。
嚴
密
に
云
へ
ば
倫
理
的
意
識
が

　
　
　
　
　
　
ア

な
け
れ
ば
意
志
の
意
識
は
な
い
、
我
々
は
奥
底
を
意
識
す
る
に
よ
っ
て
意
志
の
意
識
が
成
立
す
る

の
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
意
志
行
爲
は
情
緒
の
表
繊
運
動
と
異
な
る
所
は
な
い
。
無
論
此
の
如

き
言
を
成
す
に
は
、
意
志
の
膚
由
に
反
心
す
る
種
々
の
議
論
を
顧
慮
せ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
　
余

は
今
自
由
意
志
に
開
す
る
詳
論
に
入
込
む
暇
は
な
い
が
、
此
等
の
議
論
の
多
く
は
意
志
を
認
識
野

象
界
に
投
射
し
て
自
然
化
す
る
よ
う
起
る
の
で
あ
る
。
併
し
認
識
甥
象
界
に
映
さ
れ
た
み
も
の

　
　
　
　
幽
息
轟
芯
の
乱
円
ぬ
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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哲
墨
・
醗
究
　

第
三
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

は
意
志
の
射
影
で
あ
っ
て
、
意
志
其
物
で
は
な
い
乙
と
は
言
ふ
ま
で
懲
な
い
ゆ
　
　
　
　
噂
、

　
我
々
の
意
志
の
意
識
が
、
右
に
述
べ
π
如
く
、
自
由
の
ア
プ
リ
オ
リ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
ど
す
る

な
ら
ば
意
志
の
意
識
内
容
と
ば
如
何
な
る
竜
の
で
あ
る
か
。
順
序
の
交
換
可
能
即
ち
同
時
存
在

の
關
係
を
本
質
と
す
る
塞
．
問
の
ア
プ
ジ
オ
ジ
に
よ
つ
て
、
所
謂
物
膣
界
が
成
立
す
る
と
考
へ
ら
れ

る
如
く
、
自
由
の
ア
プ
ヅ
オ
リ
．
に
よ
つ
て
成
立
す
る
意
志
の
封
象
界
と
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
る
幽

か
。
余
は
意
志
の
意
識
内
容
の
根
本
的
性
質
は
一
般
と
特
殊
と
の
内
面
的
統
一
と
い
ふ
乙
と
で

あ
る
と
思
ふ
。
．
弼
し
て
一
般
と
特
殊
と
を
内
面
的
に
結
合
す
る
も
の
は
個
性
で
あ
る
か
ら
、
意
志

の
意
識
内
容
は
個
性
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
種
々
の
経
験
内
容
の
連
結
に
於
て
、
一

般
と
特
殊
と
の
結
合
は
す
べ
て
意
志
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
　
一
般
よ
塁
特
殊
に
移
る
即
ち
一

般
と
特
殊
と
の
結
合
と
い
あ
こ
と
に
就
い
て
種
4
の
質
量
を
考
へ
る
こ
と
が
て
き
る
。
惹
く
。
3
－

瓢
審
憶
説
喜
凶
8
に
基
く
普
通
の
論
理
學
に
於
い
．
強
風
へ
ら
れ
る
如
き
叫
般
と
特
殊
と
の
關
係
は
、
輩
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

偶
然
蘭
で
あ
る
。
例
へ
ば
書
籍
が
先
づ
大
さ
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
次
ぎ
に
述
語
に
よ
っ
て
分
け

ら
る
れ
ば
、
前
者
は
σ
q
魯
話
と
な
ム
後
者
は
認
。
。
認
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
蕗
の
如
き
一
般
と
特
殊

と
の
關
係
の
偶
然
的
な
る
は
言
ふ
ま
で
竜
な
い
。
我
々
は
此
の
關
係
を
ぱ
逆
に
し
、
却
っ
て
後
者

を
σ
Q
凶
器
と
し
前
者
を
署
巴
＄
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
土
合
に
は
，
一
般
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と
特
殊
と
の
結
合
の
内
容
は
垂
く
零
と
二
つ
．
て
よ
い
、
無
内
容
の
意
志
と
考
へ
得
る
の
で
あ
る
。

併
し
無
内
容
と
い
ふ
こ
と
は
結
合
の
肖
由
と
い
ム
ζ
と
で
あ
っ
て
、
軍
に
無
力
と
い
ふ
こ
と
で

は
な
い
、
却
っ
て
す
べ
て
の
輕
駒
内
容
を
結
合
す
る
自
由
の
意
志
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

余
は
此
の
黙
に
於
い
て
撒
學
の
撃
論
に
於
け
る
虚
位
図
中
海
レ
Φ
騨
即
ち
蜀
0
9
騨
暮
の
考
に
多
大
の
興

味
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
乗
法
を
図
。
陰
極
ω
三
〇
諺
お
σ
q
巴
と
す
れ
ば
、
零
を
除
け
た
の
遂
♂
Φ
皆
篇
霞
影
試
。
冨
智

ポ
ξ
。
。
・
三
お
三
兄
賓
。
餌
が
一
つ
の
翠
專
三
メ
、
。
を
作
る
が
、
加
減
法
を
速
結
の
法
号
と
し
て
取
れ
ば
、
零
と

負
軍
と
を
入
れ
た
有
理
藪
の
膿
系
が
…
つ
の
騨
を
作
う
、
零
が
そ
の
軍
位
と
な
る
。
此
附
合
、
零
は

軍
な
る
無
で
は
な
く
し
て
、
華
華
系
に
潔
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
で
あ
る
、
膣
系
轄
換
の
早
耳
で
あ
る
。

輩
位
は
い
つ
で
単
解
の
2
0
毒
m
無
亀
霞
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
典
に
意
識
内
容
問
に
内
面
的
閥
係
あ

る
竜
の
に
想
い
丁
考
へ
て
見
よ
う
例
へ
ば
、
三
角
形
が
正
三
角
形
、
二
等
漫
三
角
形
、
不
等
．
遽
三
角
形

と
に
分
π
る
と
い
ふ
の
は
三
角
形
の
概
念
か
ら
見
て
内
面
帥
に
必
然
と
考
へ
ら
れ
る
、
叉
ユ
ー
ク

ワ
ヅ
ド
の
李
行
線
の
男
。
・
。
梓
三
黍
を
取
る
な
ら
ば
、
三
角
形
の
す
べ
て
の
角
の
和
は
二
直
角
に
等
し
い
と

云
ふ
如
き
乙
と
も
内
面
的
必
然
を
以
て
朝
明
な
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
諏
。
三
角
形
が

各
遽
の
等
否
の
翻
係
k
よ
っ
て
三
種
の
特
殊
な
る
三
角
形
に
分
陀
れ
る
と
い
ふ
薄
志
は
、
見
方
に

よ
つ
て
は
偶
然
酌
と
も
考
へ
得
る
に
も
●
拘
ら
ず
、
一
種
の
内
面
的
必
然
を
威
ず
る
の
は
何
に
由
る

　
　
　
　
齋
…
識
　
の
丙
｝
総
榊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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の
で
あ
る
か
。
　
此
の
如
き
揚
合
に
於
て
ば
、
一
般
な
る
も
の
が
、
特
殊
的
な
る
も
の
に
制
し
て
．
偶
然

的
、
外
面
的
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
内
面
的
構
成
力
な
る
が
故
で
あ
る
、
、
へ
董
グ
μ
の
云
ふ
如
く
島
器

三
・
・
9
五
七
・
・
讐
。
塁
乙
門
母
』
筈
霧
舞
q
q
営
黎
な
る
が
故
で
あ
る
。
此
の
如
き
具
風
垣
一
般
者
の
立
命
か
ら

見
れ
ば
．
向
に
一
般
的
と
考
へ
ら
れ
だ
竜
の
竜
却
っ
て
特
殊
的
と
な
る
，
即
ち
相
騙
的
關
係
の
一
端

に
過
ぎ
な
い
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
雫
行
線
の
原
理
に
よ
っ
て
三
角
形
の
角
の
和
が
二
直

角
に
等
し
い
と
云
・
ふ
如
き
≧
と
を
発
明
す
る
揚
合
に
は
、
更
に
二
巴
騰
的
統
圃
、
帥
ち
一
般
者
が
嬢

張
せ
ら
れ
ね
は
な
ら
ぬ
。
余
は
藪
離
心
が
方
程
式
を
解
く
た
め
ト
曇
日
算
凶
。
鐸
に
よ
っ
て
数
の
国
曾
マ

曾
を
鑛
労
し
行
く
と
い
ふ
の
竜
，
此
の
如
き
意
昧
に
於
け
る
具
燈
的
統
一
の
野
土
で
な
け
れ
ば
な

ら
綴
と
思
ふ
。
　
例
へ
ば
有
理
数
の
目
α
欝
血
に
無
理
歎
を
附
加
し
π
隊
α
壱
零
が
要
せ
ら
れ
る
時
、
方

程
式
に
よ
っ
て
表
さ
れ
だ
或
關
係
が
、
も
は
や
有
理
数
の
封
象
界
に
於
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
ふ
芝
を
意
耀
し
て
居
る
、
即
ち
更
に
野
僧
的
な
る
連
三
隅
の
封
象
界
に
於
て
之
を
求
め
ね

ば
な
ら
顧
と
云
ふ
ζ
と
を
意
味
し
て
居
る
。
前
に
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
が
偶
然
的
と
考
へ
ら

れ
暫
時
、
か
＼
が
る
統
一
の
内
容
’
即
ち
意
志
内
容
が
零
と
考
へ
ら
れ
π
が
、
次
の
揚
合
に
於
て
は
、
統

】
は
明
に
何
等
か
の
特
殊
的
内
容
を
有
っ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
顧
。
　
我
々
が
一
種
の
内
面
的
必

然
を
滅
ず
る
の
は
之
に
よ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
統
一
が
定
つ
た
内
容
を
有
つ
蒔
．
圃
聖
な
る
も
の
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と
特
殊
翻
る
も
の
と
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
封
立
を
成
し
、
特
殊
な
る
も
の
は
一
般
な
る
も
の
に

よ
っ
て
各
唯
一
の
地
位
を
得
る
の
で
あ
る
。
無
論
か
＼
る
踊
般
的
内
容
竜
軍
に
意
識
さ
れ
た
も

の
と
し
て
は
，
バ
蜜
ク
レ
貰
等
名
目
論
者
の
云
ふ
如
く
、
輩
に
名
目
に
す
ぎ
楓
と
考
へ
得
る
で
竜
あ

ら
味
。
然
し
右
の
如
き
内
面
的
統
一
の
内
容
は
軍
に
抽
象
的
一
般
で
は
な
く
し
て
、
一
般
と
特
殊

と
の
結
合
の
内
容
で
あ
る
、
個
性
冒
象
く
峯
奉
簿
鋒
の
内
容
で
あ
る
。
認
識
の
ア
ブ
ジ
オ
リ
の
如
き
も

の
竜
、
普
蓮
に
考
へ
ら
れ
る
如
く
、
輩
に
抽
象
的
」
般
で
は
な
く
し
て
、
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
の
内

容
て
あ
る
、
即
ち
個
性
的
内
容
で
あ
る
。
具
禮
的
一
般
者
と
し
て
の
三
角
形
の
内
容
、
即
ち
三
角
形

の
個
性
的
内
容
は
．
輩
に
三
個
の
線
分
に
て
成
れ
る
雫
面
形
と
い
ふ
こ
と
懐
で
は
な
く
し
て
、
三
角

形
の
種
々
の
婁
何
勝
差
性
質
を
含
ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
云
は
ば
無
限
進
行
の
内
容
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
幾
何
學
者
が
三
角
形
の
定
義
を
右
と
異
な
つ
π
定
義
に
言
表
し
π
時
、
抽
象

的
一
般
概
念
と
し
て
は
異
な
る
も
の
と
な
る
も
、
具
膿
的
弓
般
概
念
と
し
て
は
同
一
で
な
け
れ
ば

な
ら
綴
。
此
の
如
き
場
合
に
、
我
々
は
明
に
抽
象
的
一
般
概
念
と
具
膣
的
一
般
概
念
と
の
部
別
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
野
、
霧
負
。
塞
鉦
の
如
く
内
容
と
封
象
と
を
送
別
し
て
見
れ
ば
、
前
者
は
抽
象
的

で
あ
っ
て
、
後
者
は
具
禮
的
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
、
此
故
に
客
観
的
と
考
へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
意
志
の
杓
孟
饗
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
蝸
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西
二

軸
　
　
右
に
述
べ
π
如
く
、
認
識
幕
無
界
に
於
て
も
、
所
謂
客
観
的
翼
理
と
は
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
で

　
あ
う
、
崇
厳
が
客
親
的
と
な
れ
ば
な
る
程
、
此
方
向
に
進
む
と
考
へ
得
る
、
帥
ち
知
識
の
根
概
に
意
志

　
的
結
合
が
あ
る
と
考
へ
得
る
の
で
あ
る
が
、
所
謂
認
識
封
象
な
る
も
の
は
、
如
何
に
特
殊
的
で
あ
っ

　
て
竜
、
認
識
野
象
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
が
既
に
一
般
的
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
居
る
。
経
験
的
事

　
實
の
世
界
と
い
へ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
箪
に
可
能
酌
世
界
の
一
と
し
て
、
言
下
に
限
定
的
で
は
な

　
い
、
我
々
は
他
の
結
合
を
考
へ
得
る
の
で
あ
る
。
最
一
般
的
な
る
も
の
と
最
特
殊
的
な
る
も
の
と

　
の
結
合
、
帥
ち
翼
に
個
性
的
な
る
蟷
の
の
統
一
内
容
は
、
之
を
意
志
の
内
容
に
求
め
ね
ば
な
ら
澱
。

　
我
々
の
意
志
の
内
容
は
全
点
験
の
具
膿
釣
統
一
の
意
味
内
容
で
あ
る
。
「
私
が
霧
雲
を
飲
む
」
と
い

　
ム
意
識
内
容
は
軍
に
茶
を
飲
む
と
い
ぶ
だ
け
の
意
識
内
容
で
は
な
い
、
非
人
格
的
渇
と
い
ふ
本
能

　
が
働
く
の
み
で
は
な
い
、
渇
し
て
茶
を
飲
む
一
例
で
ば
な
い
。
私
と
い
ふ
個
人
が
即
ち
一
人
絡
が

，
茶
を
飲
む
の
で
あ
る
。
此
故
に
此
事
實
が
既
に
倫
理
的
到
断
の
謁
象
と
な
る
こ
と
竜
で
き
れ
ば
、

　
芸
術
的
二
二
と
な
る
乙
と
竜
で
き
る
の
で
あ
る
。
欝
然
が
学
術
的
二
二
と
復
る
の
は
皆
此
意
昧

　
を
寓
す
る
に
よ
る
の
で
あ
る
。
此
個
性
的
内
容
は
知
識
の
空
揚
に
於
て
は
貯
8
葭
置
屋
雲
影
三
①
で

　
あ
る
。
我
々
の
意
志
現
象
は
時
下
、
空
聞
、
因
果
の
範
疇
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
だ
自
然
科
学
的
封

　
象
界
に
厩
す
る
事
實
で
は
な
い
。
我
々
の
意
志
は
此
の
如
き
可
能
蘭
世
界
の
無
限
な
る
統
｝
の
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上
に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
個
牲
と
は
此
の
如
き
統
一
の
内
容
で
あ
る
。
我
々
が
事
物
を
意
識

す
る
時
、
そ
れ
は
如
何
に
羅
“
な
る
意
識
で
あ
っ
て
竜
、
超
膚
然
的
意
義
を
寓
し
て
居
る
、
輩
な
る
可

能
的
世
界
の
革
帯
で
は
な
く
し
て
、
無
限
な
る
可
能
的
世
界
と
の
關
係
を
含
む
現
實
の
世
界
の
事

事
で
あ
る
。
我
々
が
威
畳
を
軍
一
な
る
意
識
内
容
と
考
へ
π
う
、
叉
意
識
さ
る
る
と
い
ム
乙
と
は

意
識
内
容
に
何
物
を
附
加
せ
な
い
と
考
へ
る
の
は
、
此
旺
剃
を
明
に
せ
な
い
故
で
あ
る
。
意
識
さ

る
る
と
い
ふ
之
と
は
、
意
識
内
容
が
特
殊
化
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
帥
ち
現
實
と
な
る
こ
と
で
あ
る
、

換
言
す
れ
ば
現
在
の
意
識
が
他
と
無
限
な
る
關
係
に
於
て
立
つ
こ
と
で
あ
る
、
所
謂
経
験
的
事
實

の
燈
界
に
予
て
の
み
で
獄
く
、
超
経
験
的
世
界
と
無
限
の
開
係
に
於
て
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
此
腱

に
具
謹
的
経
験
の
絶
野
性
が
あ
る
。
経
験
鷹
派
が
思
惟
を
棄
て
て
経
験
的
事
實
に
依
ら
5
と
す

る
の
竜
理
由
が
な
い
で
は
な
い
。
説
明
は
種
々
に
で
き
る
で
あ
ら
う
が
、
事
實
は
唯
輔
で
あ
る
。

我
々
は
是
に
於
て
全
く
異
な
つ
π
立
揚
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
、
帥
ち
全
膿
の
立
揚
の
主
に
立
つ

の
で
あ
る
。
唯
從
家
の
経
験
學
涙
な
る
竜
の
は
，
此
の
如
き
具
縫
的
維
験
の
代
参
に
、
却
っ
て
思
惟

の
範
疇
の
上
に
立
つ
抽
象
的
鄭
實
を
考
へ
て
居
る
。
か
の
プ
ラ
グ
マ
チ
ス
ト
の
如
き
竜
知
識
の

根
心
に
生
命
を
考
へ
る
が
、
生
命
の
鴫
内
容
と
考
へ
る
も
の
は
抽
象
的
な
る
生
物
塾
生
・
命
の
意
義
に

過
ぎ
な
い
。
斯
く
て
は
そ
の
目
的
と
す
る
特
殊
性
は
、
侮
腱
に
も
求
め
様
は
な
い
の
で
あ
る
。
翼

　
　
　
　
意
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
，
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に
特
殊
な
る
竜
の
は
個
性
蘭
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
、
全
膿
を
部
分
の
中
に
含
ん
だ
込
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
殿
。
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
の
．
考
の
如
く
、
部
分
の
中
に
垂
膣
を
含
む
ζ
と
に
よ
っ
て
、
部
分
は
特
殊

的
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
特
殊
は
抽
象
的
噸
般
と
揮
ぶ
心
な
い
。
是
故
に
意
識
の
綴

本
的
形
式
だ
る
意
志
内
容
の
み
、
翼
に
特
殊
的
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
意
志
は
平
な
る

鷲
窪
9
覧
二
白
鼠
象
設
3
淵
山
霊
書
綻
　
で
は
な
く
し
て
．
へ
青
ゲ
ア
の
云
ふ
如
く
急
Φ
貯
。
。
葦
＝
．
亀
Φ
犀
醇
8
琶
釦
魯
争

写
影
聾
霞
卜
目
σ
Q
Φ
白
。
騒
げ
①
ぴ
録
蚕
簿
Φ
塗
｝
羅
き
富
冨
。
。
・
o
ロ
負
。
昏
油
断
で
あ
る
、
　
即
ち
国
貯
器
霞
①
潔
で
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。

（
㎏
宣
δ
孤
。
琶
｝
凶
。
釦
霧
舅
o
o
｝
】
黄
塑
巳
。
犀
毒
σ
q
φ
歌
●
ご

　
意
志
内
容
即
ち
肖
由
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
上
に
立
つ
倫
理
的
内
容
は
．
一
般
と
特
殊
と
の
最
終
の

結
合
で
あ
る
．
蔀
ち
個
性
的
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
多
望
に
考
へ
ら
る
る
如
き
意
志
は
内
外
の
マ

致
で
あ
る
と
か
、
精
神
と
肉
禮
と
の
結
合
で
．
あ
る
と
か
い
ふ
こ
と
の
気
概
根
本
的
な
る
意
義
で
あ

る
と
思
ふ
。
意
志
行
爲
と
は
、
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
の
極
致
で
あ
る
。
我
々
の
手
を
動
か
す
と

い
ふ
表
象
に
…
封
し
て
手
が
動
く
乏
い
ふ
こ
と
は
、
手
の
和
動
が
外
か
ら
偶
然
的
に
．
附
加
さ
れ
る
の

で
は
な
い
。
蓮
動
の
表
象
は
痙
動
の
精
聯
で
あ
る
、
表
象
と
嬉
野
と
は
一
つ
の
作
用
の
爾
端
で
あ

る
。
．
響
動
が
馬
賊
さ
る
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
作
用
の
作
用
型
ア
ブ
ジ
オ
リ
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
上
に

立
つ
封
象
界
に
於
て
、
認
め
ら
れ
る
乙
と
で
あ
る
。
下
立
揚
に
撃
て
統
一
さ
る
る
時
我
々
の
意
識



，525

内
容
が
絶
蹴
封
的
に
特
殊
化
さ
ε
る
の
で
あ
る
。
　
超
認
識
的
な
る
具
艦
的
統
一
の
立
揚
に
於
て
は
、

蓬
動
の
表
象
と
煙
動
と
は
未
分
以
前
の
統
繍
の
状
態
に
於
て
含
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
蓮
動

の
動
機
と
い
ふ
の
は
此
の
如
き
統
扁
の
端
緒
で
あ
る
。
此
要
求
が
全
入
格
的
統
一
の
言
揚
に
於

て
内
面
的
に
統
一
せ
ら
れ
π
時
、
此
要
求
が
特
殊
乗
せ
ら
れ
、
實
現
さ
れ
た
と
湾
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
我
々
が
意
志
す
る
、
働
く
と
い
ふ
こ
と
は
、
霞
己
の
人
格
的
職
域
の
全
量
を
統
一
す
る
乙
と
で

あ
る
、
即
ち
経
瞼
内
容
を
何
蜜
豆
で
竜
特
殊
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
情
緒
の
状
態
は
言
ふ
ま
で
竜

な
く
、
動
機
の
衰
態
に
あ
っ
て
竜
、
我
々
の
意
識
内
容
は
未
だ
抽
象
的
一
般
た
る
を
免
れ
な
い
、
荷
軍

に
可
能
性
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
　
唯
、
行
爲
に
於
て
．
の
み
、
我
々
の
意
識
内
容
は
客
観
的
歴
更
の

申
に
織
込
ま
れ
て
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事
實
と
な
ウ
、
唯
一
の
特
殊
性
を
得
実
る
の
で
あ
る
、
帥
ち

翼
の
特
殊
性
は
内
外
の
統
一
、
全
入
格
的
心
髄
の
統
一
の
上
に
於
て
の
み
得
ら
る
る
の
で
あ
る
。
所

謂
物
質
界
と
は
人
格
的
夏
菊
の
否
定
的
統
一
の
細
謹
界
に
過
ぎ
な
い
。
我
々
が
自
己
の
意
志
を

物
事
界
に
實
現
す
る
と
い
ふ
こ
と
、
は
、
全
心
験
の
申
心
的
統
一
作
用
即
ち
患
惟
作
用
と
結
合
す
る

乙
と
で
あ
る
、
帥
ち
一
た
び
碗
般
化
す
落
こ
と
で
あ
る
。
翼
に
特
殊
的
獄
る
内
容
は
一
π
び
一
般

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帥
ち
物
心
化
す
る
ご
と
に
よ
つ
ば
し
の
み
得
ら
る
る
の
で
あ
る
。
我
々
の

身
艦
は
此
の
如
き
特
殊
化
の
機
臨
で
あ
る
。
精
製
を
離
れ
だ
輩
な
る
物
禮
界
は
抽
象
的
と
考
へ

　
　
　
　
意
志
の
内
馨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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留
攣
隣
究
第
三
＋
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
鴎
六

ら
れ
「
る
が
、
弓
馬
を
離
れ
た
な
軍
な
る
精
…
紳
界
竜
抽
象
的
π
る
を
免
れ
な
い
。
眞
に
具
徳
的
な
る

竜
の
、
特
殊
的
な
る
竜
の
は
爾
者
の
結
合
織
な
存
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
経
験
内
容
を
特
殊
化

す
る
門
縛
あ
範
疇
は
意
志
の
形
式
で
あ
る
。
　
カ
ン
ト
が
a
ご
δ
N
⑩
詳
び
｝
黒
鉱
．
と
い
ふ
如
く
、
よ
っ
て
以
て

す
べ
て
の
漫
化
を
考
へ
得
る
「
時
」
は
一
面
に
煽
て
不
漫
で
あ
る
、
帥
ち
察
閻
で
あ
る
。
財
主
墾
の
一

面
に
よ
っ
て
時
は
流
れ
得
る
の
で
あ
る
（
未
完
）


